
 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                （青少年相談センター 白田 良雄 撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

No.２０９号 

題名「てんとうむし」の由来 

ヨーロッパの言い伝えにてんとう虫の話があります。 

領主は殺人の罪で死刑になる若い農夫に、最後の願いとして神に祈ることを許しました。若者が石の上にひざ

まずこうとしたとき、１匹のてんとう虫が石の上におりました。若者はそのてんとう虫をつまみ上げると、そっ

と逃がしてから最後の祈りを捧げました。飛び立ったてんとう虫はこの若者を捕らえた殊勲者の左手に止まりま

した。殊勲者はてんとう虫には全く哀れみもかけずにつぶしてしまいました。 

 この様子を見ていた領主はこの相反する二人の行動にハッと胸をつかれるものを感じ、裁判をやり直しました。

その結果、若者はぬれぎぬで真犯人は殊勲者であったことがわかりました。てんとう虫は真実を伝える虫として、

古来ヨーロッパで親しまれてきました。この話にあやかり題名を「てんとうむし」としました。 
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 2 年半前に、「やられたらやり返す倍返しだ！！」

と、半沢直樹という銀行員を主人公にしたドラマが

人気を得ていました。原作は、『おれたちバブル入行

組』・『おれたち花のバブル組』という、池井戸潤氏

の小説でした。ドラマを見た人の中には「あそこま

でやらせるのは…」という意見もありましたが、平

成以降の民放ドラマの視聴率１位になったそうです。 

 私も、そのドラマをきっかけに半沢直樹の原作２

冊を読んでみました。ドラマでやりすぎと言われた

部分は原作には書かれておらず、脚本として書かれ

たものでした。 

これをきっかけに、池井戸潤氏の小説のファンに

なり、いろいろ読むようになりました。並行して、

ドラマ化される作品も多くなり、『ルーズベルトゲー

ム』や『花咲舞が黙ってない』（原作：『不祥事・銀

行総務特命』）などの放送も見ていました。 

そして、『下町ロケット』が放送され、同じ時期（平

成 27 年 11 月）に、民間衛星搭載のＨ2Ａロケット

打ち上げ成功のニュースが流れました。 

なぜ、多くの人が、池井戸潤氏の小説やドラマに

惹かれるのかと考え、復習のつもりで、インター 

ネットで「半沢直樹」と検索したところ、ウィキペ

ディアで、Ａ4版 11ページもドラマの紹介が出てき

てびっくりしました。 

 子どものころ、父親がテレビで『水戸黄門』をよ

く見ていました。私も再放送まで含めてずいぶん見

た記憶があります。『水戸黄門』は、過去すべてのテ

レビドラマの中で、視聴率歴代 2 位という記録を 

持っているそうです。 

 前半に「〇〇屋、おぬしも悪よのう～」（〇〇に入

ることばがすぐに出てくる方、私とご一緒です）と、

代官が菓子折の下に入っている小判を受け取り、そ

の悪代官ぶりをいかんなく発揮（？）して、黄門様

ご一行が庶民を助けるために、「この紋所が目に入ら

ぬか！」と、悪代官どもを一掃するというお決まり

のパターンでした（上司に恵まれなかったお役人は

かわいそうですが、助さん格さんは、その人たちを

斬りませんでした）。 

 

 それを子どもの頃に見ていて、悪い奴らがやっつ

けられて、弱い立場の者が救われる。「結果が見えて

いて物足りない」と思っていた時期もありました。 

でも、見終わると何となくすっきりしているとい

うことが、年齢を超えて多くの人たちに支持された

理由でしょう。一部では、半沢直樹が平成版水戸黄

門、花咲舞が女版水戸黄門と言われているとか…。 

こらしめたいもの（立場）があって、助けてあげ

たい、応援してあげたいもの（立場）を、「わかりや

すく対比させている」のが人気のもとだと言われて

います。自分で見ていて、「そろそろ状況が変わるぞ、

ほら、やっぱり。あ～スッキリした」という裏切る

ことのない結末が待っている。そこが、安心して見

ることができるので気に入っています。 

半沢直樹では、ドラマを見てから、小説を読んで

みました。『下町ロケット』では、すでに読んだ小説

がドラマではどう表現されるのか楽しみながら見て

いました。そのような楽しみも覚えることができま

した。 

いつの時代でも、世の中は何事も、「〇〇を挫き、

〇〇を助ける」とスッキリいきたいものですが、現

実は、なかなか悩ましく、難しいものです。 

今、多くの子どもたちは、やさしい気持ちを持っ

ていて、目の不自由な方、小さい子どもやお年寄り

など、弱い立場の方にやさしく接することができて

いると思います。 

そして、誰とでも仲良くするように言われ、育っ

ていきます。しかし、思春期になり、大人に近づく

につれ、立場が微妙な関係にあるときは、どうなの

だろうかと感じる時があります。 

そんな時こそ、お互いに思いやりの気持ちを前面

に出して欲しい、無理をせず、適度な距離感を身に

つけて、集団の中で上手に生活してほしいと思う今

日この頃です。 

 

相模原市立小中学校校長会 

会 長   五十嵐 広行 

「下町ロケット」 
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本人の状態に 

合わせた 

ｽﾓｰﾙｽﾃｯﾌﾟを 

考える 

学校 

青少年相談ｾﾝﾀｰ 

（相談指導教室・
ｶｳﾝｾﾗｰ等） 

家庭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童・生徒が不登校や登校しぶりとなる要因やきっかけは様々です。欠席が長期化しな

いよう、早期に、丁寧に、児童・生徒に関わりながら学校復帰に向けた支援をしていくこ

とが大切です。そのために、学校・家庭・青少年相談センターの３者間で、連携しながら

継続的に支援していくことが、学校復帰への鍵になります。 

ここでは、そのために必要な学校・家庭・青少年相談センター、それぞれの支援の視点

を次のようにまとめました。また次ページには、それらの視点に基づいた、それぞれの関

わりの例を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

よりよい支援のあり方を目指して 
～不登校・登校しぶりに対する 

学校・家庭・青少年相談センターの関わり～ 

居場所 

づくり 

学習 

支援 

情報 

発信 

生活リズム 

の維持改善 
寄り添う 

学校と 

つながる 

自己肯定感 

の向上 

小集団 

への適応 

様々な 

体験 
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 居場所づくり 

学級や学校を、どの
子どもたちも安心で
きる自己肯定感や充
実感を感じられる場
所であるようにして
いきましょう。 

学習支援 

学校を休んでいると
学習の遅れが不安に
感じます。学習進度
を事前に伝え、状況
に応じ補助教材を準
備したり、個別的な
学習場面を設定した
りしましょう。 

情報発信 

学校の行事や出来事、
授業の様子などを本
人の状況に合わせて、
家庭に伝えていきま
しょう。中学生には、
進路に関する情報や
資料を適宜提供しま
しょう。 

生活リズムの維持改善 

寝る時間、起きる時
間、食事の時間を決
まった時間にするな
ど、生活のリズムを
整えるようにしまし
ょう。 

寄り添う 

できないことではな
く、できたこと、頑
張ったことを一緒に
喜びましょう。また、
登校の意思を示して
もあまり無理をさせ
ず、小さな成功体験
を積み重ねるように
しましょう。 

学校とつながる 

子どもが直接先生に
会えなくても、保護
者が先生に会うなど、
学校とつながる機会
を作りましょう。 

自己肯定感の向上 

継続的なカウンセラ
ーとの面接を通して、
自分の内面と向き合
い、課題の改善の糸
口を見つけていきま
す。小さな成功体験
を積み重ねていくこ
とで自信をつけてい
きます。 

小集団への適応 

相談指導教室での日
常的な活動を通して、
情緒の安定・生活習
慣の確立・対人関係
等の改善を図ります。
また、集団活動への
参加意欲を養い、学
校復帰を促します。 

様々な体験 

ビッグママ・プロジ
ェクトの音楽ワーク
ショップ、ホームタ
ウンチームとのスポ
ーツ、ふれあい体験
活動など、普段でき
ないような経験をで
きる機会を設けてい
ます。 
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青少年相談センターでは、相談指導教室通室生のコミュニケーション能力等の育成をめざし、協

働事業提案制度事業やホームタウンチームとの連携事業を実施しています。具体的には、「ビッグ

ママ・プロジェクト」とは音楽を中心としたワークショップを、ホームタウンチームの「三菱重工

相模原ダイナボアーズ」、「ノジマステラ神奈川相模原」とは、スポーツ活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

       

       

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度に引き続き、「音風景によるコミュニケーション」をキー

ワードに、青少年相談センターの相談指導教室に通室する子ども

たちに向けて、音楽パフォーマンスを行っています。相談指導教

室の特性をよく考え、子どもたちが心豊かに生きるために、音楽

を通して働きかけ、コミュケーション能力を育むきっかけづくり

をしようと取り組んでいます。 

「音
サウンド

風景
ス ケ ー プ

事業」ﾋﾞｯｸﾞﾏﾏ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 相談指導教室との連携事業 

 感 想 

初めてビッグママさんの演奏を

聞いて、楽器に少し興味を持ち

ました。 

色々な楽器を触らせてもらえて

楽しかったです。次のコンサー

トが楽しみです。 

私が知らないことをたくさん学

ぶこともでき、音楽で体と心が

リラックスできました。 

どの楽器がどんな音を出すの

か、参加するのが二度目となり

改めて聞くと初めての時とは違

う発見があり、おもしろかった

です。 

情報発信 

 

手作りのプログラム 

 

「つながる、つながる…」演奏する人数が増え、より豊かなハーモニーを奏でていきます 

本物の楽器を演奏したよ！ 

手と足それぞれ

のリズムでたた

くのは難しいな。 

一緒にやった

ら、曲が弾け

ちゃった！ 

マンドリンに初

めて触ったよ。 

けっこう力

がいるなあ。 

いい音が出

るとうれし

いな。 
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三菱重工相模原ダイナボアーズ 

「三菱重工相模原ダイナボアーズ」は、1971 年に発足したラグ 

ビーチームです。 

 本年度は、中央区、南区にある相談指導教室「銀河」、「いずみ」、

「大地」、「若葉」、「すばる」の通室生を対象に、6月 24日（水）と

11月 5日（木）の 2回活動を行いました。合計で 28名の通室生が

参加し、選手やスタッフのみなさんと交流を深めました。 

 

運動は苦手だったけ

ど、ボール集めが面

白かった。 

あまり知らなかった

ラグビーを知ること

ができてよかった。 

選手の方が場を盛り

上げてくださったの

で、緊張がほぐれた。 

本番のゲームで、ト

ライができてうれし

かった。 

最初は不安もあった

けど、やってみると

すごく面白かった。 

感 想 

タグラグビーは楽し

いスポーツだと思っ

た。 

 芝の上で思いきり身体を動かして 

タグ！ 
早く 

早く！ 

あと１つで３

つ集まるぞ。 大きな 

声で… 

あっちにボールが 

たくさんあるよ。 試合開始！ 

ボールを持ったら前

へ走るんだね 

なかなか 

しっぽにと

どかないよ。 

ちょっとまって！ 

 

ダイナボアーズのみなさん 
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ノジマステラ神奈川相模原 

 「ノジマステラ神奈川相模原」は、2012

年に発足した女子サッカーチームです。 

 本年度は、緑区にある相談指導教室「かつ

ら」、「やまびこ」、「はるばやし」の通室生を

対象に、6月 11日（木）と 11月 24日（火）

の 2 回、活動を行いました。合計で 27 名の

通室生が参加し、選手やスタッフのみなさん

と交流を深めました。 

  

感 想 

サッカーは初めて 

だったけど、またや

りたいと思った。 

最初ははずかしかっ

たけど、楽しかった。

またやりたい。 

ほめられてよかっ

た。やっぱりプロは

上手だと思った。 

１回目の時より、み

んなで楽しく参加で

きた。 

コーチの方にもほめ

てもらえて嬉しかっ

た。 

初めての人とも、運

動を通して話ができ

てよかった。 

 

ノジマステラ神奈川相模原のみなさん 

 自然と心も身体もほぐれました 

ねらいを定

めて…。 

シュート！ 

動きが速く

て、なかな

かタッチで

きないぞ。 

みんなで心を 

一つにして…。 

言葉はいっしょ、 

動きはぎゃく… 

今度こそ 

シュートだ！ 

あとは 

まかせて！ 

ようし、 

ドリブルで

かわすよ。 

やったあ！ 

そうはいか

ないわよ。 

 

感謝の気持ちと、応援の気持ちを込めた

手作りメッセージをプレゼント 
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その６３ 

         寒風吹き荒ぶ駅のホームで私は電車を待っていました。２分待っただけなのに、随分長く

感じました。電車に乗ると、私を待っていてくれたかのように１つだけ席が空いていました。   

私は吸い込まれるように「ありがとう」と心の中で呟きながら座り、小さな幸せを感じ

ました。少し体が温まってきた２つ目の駅で、懐かしい友の姿に出会いました。「何年ぶり

かしら？」と挨拶を交わしながら私たちのおしゃべりは尽きません。そのような状況の中、

隣に座っていた中学生が、「どうぞ」と笑顔で席を譲ってくれました。 

私は、「えっ、どうしよう、申し訳ないわ。大丈夫ですよ」と戸惑いながらも、以前「道徳」の時間に、「勇気

と思いやり」の心について、子どもたちと話し合ったことを思い出しました。私は、中学生の温かい気持ちとそ

れを行動に移した勇気を受けて、心も体も幸せいっぱいになりました。温かい心の通い合いを中学生に教えてい

ただいた電車の中の出来事でした。         （相談指導教室「やまびこ」嘱託職員 内藤 映子） 

 

学校の相談室では、こんなほっとする時間が流れています。 

青少年教育カウンセラーがそっと教えてくれました。 

Eメール相談 

休み時間になると小学校の相談室の雰囲気は一変し
ます。短い時間の中で多数の児童がやってきます。毎
週欠かさず来る子、たまに来る子、学年も様々です。       
そしてお互いに交流したり、話をしていったりと思い
思いの時間を過ごして行きます。その中には「見て見
て」と言って、自分に注目して欲しい様子を示す子が
います。大人が温かく見守る姿勢を子どもは求めてい
るのかなと感じます。また、教室に行くと、「あっ」と
私のことに（相談室の人だと）気付いてくれます。今
日開いているから行ってみようと思ってもらえるよう
な、開かれた、そして身近な存在としてカウンセラー
のいる相談室があり続けられたら良いなと思っていま
す。（A カウンセラー） 

私の担当している小学校では、相談室が広く、遊び
道具が充実していることもあり、昼休みに数十人の子
どもたちが遊びに来てくれてとても賑やかです。相談
室は、「学校の中にあるけれど学校っぽくない場所」を
心がけています。昼休みには思う存分リラックスして
気持ちを切り替え、午後の授業に戻ってもらいたいと
思って関わっています。教室では制限されている黒板
も自由に絵を描けるので、それを知った子どもたちは
目を輝かせ、カラフルなチョークを使い大きなキャン
バスに思い思いに絵を描いています。他学年の子ども
たちも一緒になって同じゲームで盛り上がっています
し、今までは世話を焼かれていた子どもたちが成長し
て、世話をする側に変わっているのを見ると気持ちが
ほっこりして、私のリラックスする時間にもなってい
ます。（Ｂカウンセラー） 

 

私は面接終了時に子どもに渡す予約カードに、季節
や相手に合わせたイラストをつけています。そのカー
ドについてデザインの感想を言ってくれたり、家に 
貼っていると話してくれたりする子もいます。その時、
自分の行いの些細な変化に気付いてもらえたり、自分
の表現を大事にしてもらえたりすることは、存在を承
認された喜びや安心につながるということをこの体験
を以て改めて感じました。校内には子どもの作品や授
業、発表の場などたくさんの表現に溢れています。学
校に行ける日はより多くの表現を見取り、受け取った
ことを一人でも多くの子に言葉や行動で返しながら、
子どもたちが誰かに承認してもらえる感覚を蓄積でき
るようなお手伝いがしたいなと思います。 
 
（Ｄカウンセラー） 

 

休み時間は、多くの子どもたちが一番楽しみにして
いる時間です。しかし、集団の中にうまく入っていく
ことができなかったり、人と関わることを苦手に思っ
たりしている子どもにとっては、辛い時間となること
もあります。相談指導教室にも、休み時間のような時
間があります。何をして遊ぶのか皆で話し合う時、意
見が分かれたらどうすれば良いか、ルールが分からな
い人にはどう教えてあげるかなど、単なる休み時間で
すが、集団の中で折り合いをつけることや、同年代の
人とのコミュニケーションのとり方を学ぶことができ
ます。輪の中に入っていけなかった子が、皆と笑顔で
過ごせるようになったり、新しく入った子に声をかけ
たりする姿をみると、子どもたちの持つ「力」を感じ、
その「力」を伸ばすお手伝いをしていきたいと感じま
す。 （Ｃカウンセラー） 

 


